
野々市町の
住民登録を促すキャンペーン

問題点の確認
•住民登録をしていない人が約5千人いる。
•住民登録をしていない人に多いのが金工大生である。

•住民票を登録することが面倒、またメリットが見えない
から登録していない人が多い。

・今年から金沢工大でも住民登録できるようにする。

・野々市町と金沢市が協力して住民登録システムを作る。

・登録期間 ３月３０日～４月３日

・時間 ９時～１７時まで

野々市役場での確認 考えたアイディア

問題点の存在主観立証
野々市町の住民登録者数が少ない
単身赴任者、大学生が多いのでは？と思われたが、

役場の人「面倒に思う人が多いから？」と言っていました。

そこで工大生への聞き取り調査を行った結果

住民登録を「面倒である」と答えた人は９０％だった。

つまりこの問題の原因は工大生にあったのだ！！

問題点の存在客観立証

一人暮らしの工大生の登録率の悪さが分かる。

野々市町全体

県外の工大生
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住民登録した割合
YES NO

住民登録を知っているのに登録していない人が多い

住民登録を知っている

住民登録した

95%

33%

5%

67%

住民登録した工大生の割合と認知度の比較
YES NO

解決要望の存在立証（役場）
平成２２年の国勢調査までに野々市町にいる人の数と住民登録をして
いる人の現在の差を埋め、完全な市にしたい。

（町から市になるには5万人必要）

2008年現在、野々市町にいる人の数は５万人になるが、住民登録をし
ている人の数は５万人にならないおそれがある。

よって、住民登録している人の数を増やしてほしい。

主要な特性値と現状値

一人暮らしで住民登録をした工大生の割合は３３％

一人暮らしの工大生の住民登録者の
割合を６０％以上にする

（この値は、自己判断によるもの）

解決策の紹介

金沢の名所を割引価格でまわることができる。

「歴史都市第1号」をとった金沢を入学したての

学生、両親は、まわりたいのではないかと考えた。

解決策の合理性の実証
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46%

27%

54%

解決策を行うことで住民登録するか否か
YES NO

解決策のメリット

学生に興味がなくても家族など複数の人を連れていけ
るようにして興味のある人も観光することができるので
同時に町おこしにもなる。

解決策の受諾性の実証（役場の横浜さん）

・観光に関して金沢市と提携してそのようなサービス
を提供することは「不可能ではない」と言った。

・役場の人に１００％可能であると言わせるのは、無
理であることは考慮してもらいたい。

解決策の受諾性の実証

・サービスを受ける立場なので工大生にもその親
にも受け入れられると考える。

・学校は、すでに役場からの住民登録の出張所を受
け入れている。

・転出証明書に関しては、チラシに持参を呼びかけ
学校案内に入れるので、問題ない。

解決方法

登録した人に観光地の料金を割引できる券を渡すサービス

この解決方法は実現できるの？

（一人暮らし、自宅通学者混合）

住民登録する人に関わる法
律を教える方法（プリント等）

登録した人に野々市町の商店街等

で使えるサービス券発行。

学校で登録できるシステム
のっティの割引システム

学校で登録できたらする
解決策により登録する
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登録できる場所を増やす

２００９年 2月 4日 一人暮らしの大学生 学校より


